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V344a Ｘ線天文衛星「ひとみ (ASTRO-H)」搭載硬X線望遠鏡 (HXT)の軌道上での
性能評価 II
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X線天文衛星「ひとみ (ASTRO-H)」は、口径 45cm/焦点距離 12m の硬 X線望遠鏡 (Hard X-ray Telescope;
HXT) を 2台搭載している。反射鏡表面には Pt/Cの多層膜が成膜されており、ブラッグ反射を利用し、エネル
ギー約 80 keVまでのX線集光を可能としている。HXT焦点面には硬X線撮像器 (Hard X-ray Imager; HXI) が
設置され、HXT-HXIで「ひとみ」衛星の硬X線撮像システムを構成している。
初期機能確認フェーズで取得した Crabのデータを詳細に解析し、望遠鏡の結像性能ならびにエネルギー応答

を更新した。後者は、今後、解析ツールに反映される予定である。また、高エネルギー側と低エネルギー側とで
望遠鏡応答の off-axis依存性が異なるという性質を使って、軌道上での望遠鏡光軸とその予想値とのズレの評価
も行った。本講演では、これらの性能評価の現状について報告する。


